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【テーマ 】 「 『学び続ける教員』を育成する 

            小学校教員養成モデルコアカリキュラムの開発」 

 本調査研究の目的は、「学び続ける教員」を育成す
るために、全国の国公私立のどの大学の教員養成課
程でも実施可能な汎用性を持つ、小学校の教科（英語
以外）のモデルコアカリキュラムを開発し、その成果を
全国に広く発信することである。そのために、複数の
大学教員や教育委員会関係者、小学校教員等、多様
な立場から意見を聴取し、開発に反映させるとともに、
その運用と改善及び発信を継続的に行う組織を編成
する。 
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(3) 広島大学作成 教科教育モデルコアカリキュラム案の報告 

【本調査研究の手順】 

  

Ⅰ 予備的調査 
     ↓ 
Ⅱ コアカリキュラムと 
   シラバスの開発 
     ↓ 
Ⅲ シンポジウム・ 
   コロキウム（教科別分科会） 
   の開催 
     ↓ 
Ⅳ コアカリキュラムの 
   完成と成果報告書の作成 
     ↓ 

Ⅴ 国公私立大学・教育委員会・教員の連携組織の編成             
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【成果目標】 

本調査研究での成果の見込みは次の３点である。 

 

成果１：教員としての力量形成に効果的に資する内容
と、全国の国公私立のどの大学の教員養成課
程でも実施可能な汎用性を併せ持ったモデルコ
アカリキュラムを開発することによって、次世代
の小学校教員養成課程のスタンダードを示す。 
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【成果目標】 

成果２：小学校教科に関するカリキュラムの質的転換
を進めることの意義やその内容を広く周知する。 

 

成果３：開発したコアカリキュラムの運用における必要
な事項を継続的に確認・改善するための共同
体として、広島大学の各教科の専門家が中心
となって国公私立大学・教育委員会・教員の連
携組織を編成する。 
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【予備的調査】 

１）西日本の国公立・私立大
学の小学校教員養成課
程における各教科の「教
科に関する指導法」およ
び「教科に関する専門科
目」のシラバスを収集し調
査した。 

 

 

２）全教科で調査・検討結果
を共有した。 

２３国立大学 

１公立大学 

３７私立大学
を対象 
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【予備的調査】 

「各教科の指導法」（国公立大学の具体例） 
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「各教科の指導法」（私立大学の具体例） 

【予備的調査】 
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「教科に関する科目」（国立大学の具体例） 

【予備的調査】 
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「教科に関する科目」（私立大学の具体例） 

【予備的調査】 
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【モデルコアカリキュラムとシラバスの開発】 

予備的調査 

資料確認 

• 予備的調査（西日本のシラバス調査） 

• 教員養成コアカリキュラムの各種調査研究 

• 教職課程コアカリキュラム 

• 外国語（英語）コアカリキュラム 

広島大学教員
で案を作成 

• 「共通コアカリキュラム」 

• 「各教科の指導法」のモデルコアカリキュラム 

• 「各教科の専門的事項」のモデルコアカリキュラム 

教科グループ
によるチェック 

• 他大学教員の各教科のメンバーによる
チェック 

• 教育委員会関係者（指導主事）の各教科の
メンバーによるチェック 

• 小学校管理職教員のメンバーによるチェッ
ク 

 

完成 

検討・修正 

（複数回） 
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【共通コアカリキュラム】 

• 西日本の国公私立大学の「教科の指導法」と「教
科の専門科目」のシラバス調査による実態把握 

  ↓ 

• 教員養成コアカリキュラムの各種調査研究＜国
立教育政策研究所（2015）等＞の提案を参照 

• 教職課程コアカリキュラムを参照 

• 外国語（英語）コアカリキュラムを参照 

  ↓ 

• 小学校各教科のコアカリキュラムに共通の枠組み
を提案 

 

 

 

本冊子34頁 
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全体目標： 

当該教科における教育目標、育成を目指す資質・
能力を理解し、学習指導要領に示された当該教
科の学習内容について背景となる学問領域と関
連させて理解を深めるとともに、様々な学習指導
理論を踏まえて具体的な授業場面を想定した授
業設計を行う方法を身に付ける。 

 

（１）当該教科の目標及び内容 

 

一般目標： 

学習指導要領に示された当該教科の目標や内容
を理解する。 

 

到達目標： 

１）学習指導要領における当該教科の目標及び主な
内容並びに全体構造を理解している。 

２）個別の学習内容について指導上の留意点を理解
している。 

３）当該教科の学習評価の考え方を理解している。 

４）当該教科と背景となる学問領域との関係を理解し、
教材研究に活用することができる。 

５）発展的な学習内容について探究し、学習指導へ
の位置付けを考察することができる。 

  ※中学校教諭及び高等学校教諭 

【共通コアカリキュラム】 
①教職課程コアカリキュラム対応表 

 各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

【全体目標】 
当該教科における教育目標及び指導内容について理解するとと
もに，児童の学習の実際や様々な学習指導方法に基づいた授
業づくりの方法を身に付ける． 

【学
習
内
容
】 

1.

授
業
実
践
に
必
要
な
知
識
・理
解 

(

1)

当
該
教
科
の
教
育
目
標
や
指
導
内
容 

一般
目標 

学習指導要領に示された当該教科の教育目標や指導内容を理
解する． 

学習
項目 

・当該教科の意義と当該教科観の変遷 

・学習指導要領 

・教育目標，指導内容 

・当該教科の背景となっている関連諸学問や領域 

・社会の変化や児童の実態 

到達
目標 

・当該教科の意義と当該教科観の変遷を理解している． 

・学習指導要領がもっている教育課程の基準としての性格並び
に全体構造を理解している． 

・各校種との連携を念頭に置き，学習指導要領における当該教
科の教育目標，育もうとする資質・能力，指導内容を理解してい
る． 

・当該教科の背景となる関連諸学問や領域との関連の理解に基
づき指導内容を構造的に理解している． 

・当該教科の内容を指導する際に留意すべき点について理解し
ている． 

(

2)

児
童
の
学
習
の
実
際
や
特
徴
及

び
学
習
評
価 

一般
目標 

当該教科における児童の学習の実際や特徴について理解する
とともに，学習評価の在り方について理解する． 

学習
項目 

・児童の発達や学習 

・学習評価 

・個々の児童の理解と対応 

到達
目標 

・当該教科における児童の学習の実際や特徴を理解している． 

・当該教科における評価の観点，学習評価の在り方について理
解している． 

・児童理解に基づく適切な対応の仕方（他教科等との関連を含
む）について理解している． 

特別な支援や配慮を要する子
どもへの対応を位置づけた 14 



(3) 広島大学作成 教科教育モデルコアカリキュラム案の報告 

 

（２）当該教科の指導方法と授業設計 

 

一般目標： 

基礎的な学習指導理論を理解し、具体的な授業場面
を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。 

 

到達目標： 

１）子供の認識・思考、学力等の実態を視野に入れた
授業設計の重要性を理解している。 

２）当該教科の特性に応じた情報機器及び教材の効
果的な活用法を理解し、授業設計に活用すること
ができる。 

３）学習指導案の構成を理解し、具体的な授業を想
定した授業設計と学習指導案を作成することがで
きる。 

４）模擬授業の実施とその振り返りを通して、授業改
善の視点を身に付けている。 

５）当該教科における実践研究の動向を知り、授業設
計の向上に取り組むことができる。 

  ※中学校教諭及び高等学校教諭 

【共通コアカリキュラム】 
①教職課程コアカリキュラム対応表 

 各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

【
学
習
内
容
】 

2.

授
業
実
践 

(

1)

指
導
技
術 

一
般
目
標 

実践に必要な基本的な指導技術を身に付ける． 

学
習
項
目 

・ICT 

・コミュニケーション技法 

・学習集団の組織 

・学習活動の構成（討論・ディベート・実習等） 

到
達
目
標 

・当該教科の特徴に応じてICTを適切に活用する
ことができる． 

・児童の発達や学習状況に応じた適切な表現を用
い，対話することができる． 

・当該教科の学習の特徴に応じた適切な学習集団
を組織することができる． 

・当該教科の学習の特徴に応じた適切な学習活動
を構成することができる． 

(

2)

授
業
づ
く
り 

一
般
目
標 

当該教科における基本的な指導方法を理解し，授
業づくりの方法を身に付ける． 

学
習
項
目 

・教材研究 

・指導計画（学習指導案等） 

・授業改善 

到
達
目
標 

・当該教科の目的に応じた教材研究ができる． 

・学習到達目標に基づいた指導計画について理解
し，学習指導案を作成することができる． 

・模擬授業の実施とその反省を通して，授業改善
の視点を身に付けている． 

ICTの活
用を位置
づけた 

討論・ディベート・実習
等のアクティブ・ラーニ

ングを位置づけた 

アクティブ・ラーニングの視点に
立った授業改善を位置づけた 

15 

【全体目標】 
当該教科における教育目標及び指導内容について理解するとと
もに，児童の学習の実際や様々な学習指導方法に基づいた授
業づくりの方法を身に付ける． 

【学
習
内
容
】 

1.

授
業
実
践
に
必
要
な
知
識
・理
解 

(

1)

当
該
教
科
の
教
育
目
標
や
指
導
内
容 

一般
目標 

学習指導要領に示された当該教科の教育目標や指導内容を理
解する． 

学習
項目 

・当該教科の意義と当該教科観の変遷 

・学習指導要領 

・教育目標，指導内容 

・当該教科の背景となっている関連諸学問や領域 

・社会の変化や児童の実態 

到達
目標 

・当該教科の意義と当該教科観の変遷を理解している． 

・学習指導要領がもっている教育課程の基準としての性格並び
に全体構造を理解している． 

・各校種との連携を念頭に置き，学習指導要領における当該教
科の教育目標，育もうとする資質・能力，指導内容を理解してい
る． 

・当該教科の背景となる関連諸学問や領域との関連の理解に基
づき指導内容を構造的に理解している． 

・当該教科の内容を指導する際に留意すべき点について理解し
ている． 

(

2)

児
童
の
学
習
の
実
際
や
特
徴 

及
び
学
習
評
価 

一般
目標 

当該教科における児童の学習の実際や特徴について理解する
とともに，学習評価の在り方について理解する． 

学習
項目 

・児童の発達や学習 

・学習評価 

・個々の児童の理解と対応 

到達
目標 

・当該教科における児童の学習の実際や特徴を理解している． 

・当該教科における評価の観点，学習評価の在り方について理
解している． 

・児童理解に基づく適切な対応の仕方（他教科等との関連を含
む）について理解している． 

【共通コアカリキュラム】 

全体目標： 

小学校における外国語活動（中学年）・外国語（高
学年）の学習、指導、評価に関する基本的な知識
や指導技術を身に付ける。 

 

１．授業実践に必要な知識・理解 

１－（１）小学校外国語教育についての基本的な知
識・理解 

 

一般目標： 

  小学校外国語教育に係る背景知識や主教材、小・
中・高等学校の外国語教育における小学校の役割、
多様な指導環境について理解する。 

 

到達目標： 

１）小学校外国語教育の変遷、小学校の外国語活
動や外国語科、中・高等学校の外国語科の目標、
内容について理解している。 

２）主教材の趣旨、構成、特徴について理解してい
る。 

３）小・中・高等学校の連携と小学校の役割につい
て理解している。 

４）様々な指導環境に柔軟に対応するため、児童や
学校の多様性への対応について、基礎的な事柄
を理解している。 

 

②外国語（英語）コアカリキュラム対応表 

 外国語の指導法【２単位程度を想定】 
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【全体目標】 
当該教科における教育目標及び指導内容について理解するとと
もに，児童の学習の実際や様々な学習指導方法に基づいた授
業づくりの方法を身に付ける． 

【
学
習
内
容
】 

1.

授
業
実
践
に
必
要
な
知
識
・理
解 

(

1)

当
該
教
科
の
教
育
目
標
や
指
導
内
容 

一般
目標 

学習指導要領に示された当該教科の教育目標や指導内容を理
解する． 

学習
項目 

・当該教科の意義と当該教科観の変遷 

・学習指導要領 

・教育目標，指導内容 

・当該教科の背景となっている関連諸学問や領域 

・社会の変化や児童の実態 

到達
目標 

・当該教科の意義と当該教科観の変遷を理解している． 

・学習指導要領がもっている教育課程の基準としての性格並び
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【共通コアカリキュラム】 

【全体目標】 

 当該教科における教育目標及び指導内容について理解
するとともに、児童の学習の実際や様々な学習指導方法
に基づいた授業づくりの方法を身に付ける。 

 

【学習内容】 

 1.授業実践に必要な知識・理解 

  (1)当該教科の教育目標や指導内容 

  (2)児童の学習の実際や特徴及び学習評価



(3) 広島大学作成 教科教育モデルコアカリキュラム案の報告 

【各教科の指導法(２単位程度）】 例：体育科 
２．授業実践 

(1) 指導技術 

 ◇一般目標 

  実践に必要な基本的な指導技術を身に付ける． 

 ◇学習項目 

  ①ICT ②コミュニケーション技法 ③学習集団の組織 ④学習活動の構成（練習・示範・観察・話し合い等） 

 ◇到達目標 

1) 小学校体育科の特徴に応じてICTを適切に活用することができる． 

2) 児童の発達や学習状況に応じた適切な表現を用い，対話することができる． 

3) 小学校体育科の学習の特徴に応じた適切な学習集団を組織することができる． 

4) 小学校体育科の学習の特徴に応じた適切な学習活動を構成することができる． 

 

(2) 授業づくり 

 ◇一般目標 

  小学校体育科における基本的な指導方法を理解し，授業づくりの方法を身に付ける． 

 ◇学習項目 

  ①教材研究 ②指導計画（学習指導案等） ③授業改善 

 ◇到達目標 

1) 当該教科の目的に応じた教材研究ができる． 

2) 学習到達目標に基づいた指導計画について理解し，学習指導案を作成することができる． 

3) 模擬授業の実施とその反省を通して，授業改善の視点を身に付けている． 

 

【学習形態】 

 上記の内容を学習する過程においては，教員の講義に留まることなく，以下の学習形態を必ず盛り込むこととする。 

① 授業観察：小学校の授業映像の視聴や授業の参観 

② 模擬授業：１単位時間（45分）の授業或いは特定の活動を取り出した模擬授業 

③ 講義（小集団でのディスカッションなどを含む）など 

 

各教科特有の
記述を補足 

【学習形態】は各
教科共通なので教
科のコアカリキュラ
ムでは項目を省略 
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【各教科に関する専門的事項(1単位程度）】 

• 予備的調査での実態把握 

• 外国語（英語）コアカリキュラムの記述の仕方を参
照すると… 

 

各教科の授業を担当するために 

  「必要な能力」を到達目標とする 

  「必要な指導内容の理解」を到達目標とする 

本冊子44頁～52頁 
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(3) 広島大学作成 教科教育モデルコアカリキュラム案の報告 

【各教科に関する専門的事項(1単位程度）】 

 

１－（２）英語に関する背景的な知識 

 

一般目標： 

 小・中学校の接続も踏まえながら、小学校における外
国語活動・外国語科の授業を担当するために必要な
背景的な知識を身に付ける。 

 

到達目標： 

１）英語に関する基本的な事柄（音声、語彙、文構造、文
法、正書法等）について理解している。 

２）第二言語習得に関する基本的な事柄について理解
している。 

３）児童文学（絵本、子供向けの歌や詩等）について理
解している。 

４）異文化理解に関する事柄について理解している。 

③外国語（英語）コアカリキュラム対応表 

 外国語に関する専門的事項【１単位程度を想定】 

 

「小学校における外国語
活動・外国語」（→「各教

科に関する専門的事項」）
の指導内容として必要な
知識を理解（したり技能を

身に付けたり）すること 
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【各教科に関する専門的事項】 例：国語科 

(2) 「言葉の特徴や使い方」，「情報の扱い方」，「我が国の言語文化」に関する知識及び技能  

 ◇一般目標 

  小学校における国語科の教材分析や授業実践に必要な「言葉の特徴や使い方」，「情報の扱い方」，「我が国の言
語文化」に関する背景的な知識や技能を，授業場面を意識しながら身に付ける。 

 

 ◇学習項目 

① 言葉の働き，国語の文法，国語の語彙，国語の表記（「言葉の特徴や使い方」） 

② 言葉遣い，国語の表現技法，音読・朗読（「言葉の特徴や使い方」） 

③ 国語の文字（「言葉の特徴や使い方」） 

④ 情報と情報の関係，情報の整理（「情報の扱い方」） 

⑤ 伝統的な言語文化，言葉の由来や変化，読書（「我が国の言語文化」） 

⑥ 書写（「我が国の言語文化」） 
 

 ◇到達目標 

1) 教材分析や授業実践に必要な，言葉の働き，国語の文法，国語の語彙，国語の表記などに関する知識や技能
を身に付けている。（「言葉の特徴や使い方」） 

2) 教材分析や授業実践に必要な，言葉遣い，国語の表現技法，音読・朗読などに関する知識や技能を身に付け
ている。（「言葉の特徴や使い方」） 

3) 教材分析や授業実践に必要な，国語の文字に関する知識及び技能を身に付けている。（「言葉の特徴や使い
方」） 

4) 教材分析や授業実践に必要な，情報と情報の関係（論理），情報の整理（比較，分類，引用，出典，図示等）な
どに関する知識や技能を身に付けている。（「情報の扱い方」） 

5) 教材分析や授業実践に必要な，伝統的な言語文化，言葉の由来や変化，読書などに関する知識や技能を身に
付けている。（「我が国の言語文化」） 

6) 教材分析や授業実践に必要な，書写に関する知識や技能を身に付けている。（「我が国の言語文化」） 

 

小学校における「各教
科に関する専門的事
項」の指導内容として
必要な知識を理解（し
たり技能を身に付けた

り）すること 
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【国公私立大学・教育委員会・教員の連携組織の編成】 

2017(平成29)年度 大会 

  初等教育カリキュラム学会 第2回大会 

  「小学校教員養成の課題と展望」 

 

  開催日：2018年1月7日（日） 

  場  所：広島大学東千田キャンパス 東千田総合校舎 

        730-0053 広島県広島市中区東千田町1丁目1 

  シンポジウム テーマ ：「広島県小学校教員養成の課題と展望」 

  動静報告 

    広島県教師養成塾     （広島県教育委員会） 

    ひろしま未来教師セミナー（広島市教育委員会） 

  シンポジスト： 

    岡本  徹（広島修道大学人文学部教育学科教授） 

    川西正行（広島文教女子大学人間科学部初等教育学科教授） 

    徳永隆治（安田女子大学教育学部児童教育学科教授） 

  司会・進行： 

    久保研二（島根大学大学院教育学研究科教育実践開発専攻准教授） 

    米沢  崇（広島大学大学院教育学研究科学習開発学講座准教授） 

広島県の小学校教員養
成を行う国立私立の各

大学の「広島教員養成コ
ンソーシアム」の設立に

向けての取り組み！ 
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